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ご
挨
拶

会
長
　
早
野
憲
一
郎

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
同
窓
会
な
ら
び
に
母
校
に
対
し
て
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
例
年
８
月
に

行
わ
れ
て
い
る
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
残
念
な

が
ら
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

し
始
め
た
の
は
、
旅
立
ち
と
門
出
が
交

差
す
る
春
の
季
節
で
し
た
。
新
生
活
を

始
め
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
知
り
合
い

が
い
な
い
中
で
心
細
い
思
い
を
し
た
人

も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
乳
幼
児
や
高

齢
者
と
暮
ら
す
皆
さ
ん
は
、
感
染
防
止

に
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
は
、

日
々
最
前
線
で
命
を
救
う
た
め
に
戦
っ

て
い
ま
す
。
教
育
現
場
の
皆
さ
ん
は
休

校
中
、
学
習
の
遅
れ
を
防
ぎ
学
校
に
行

け
な
い
不
安
を
拭
う
為
に
、
子
ど
も
と

つ
な
が
る
方
法
を
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

物
流
を
支
え
る
皆
さ
ん
は
24
時
間
走
り

回
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
飲
食
店
、
旅

行
業
界
、
サ
ー
ビ
ス
業
…
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
世
界
中
全
て
の
人
の
行
動

や
心
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
を
作

成
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
感

染
症
は
「
3
つ
の
顔
」
を
持
っ
て
い
て
、

こ
れ
ら
が
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
し

て
つ
な
が
る
こ
と
で
更
な
る
感
染
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
3
つ
の
顔
と
は
、「
病
気
」「
不

安
」「
差
別
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
影

響
し
合
う
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
は
力
を
つ

け
、
感
染
拡
大
す
る
。
ま
ず
、
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
が
生
ま
れ
、

感
染
へ
の
恐
怖
か
ら
、
感
染
に
か
か
わ

る
人
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
万
一
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま

っ
た
場
合
に
自
分
も
差
別
を
受
け
る
こ

と
が
怖
く
な
り
、
発
熱
や
咳
の
症
状
が

あ
っ
て
も
受
診
を
た
め
ら
い
、
そ
の
結

果
感
染
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
。
つ
ま

り
、「
病
気
」が「
不
安
」を
呼
び
、「
不
安
」

ご
挨
拶

学
校
長
　
加
藤
幸
弘

　

四
日
市
南
高
等
学
校
六
十
二
期
生
が

入
学
し
た
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
と
も
に
始

ま
り
ま
し
た
。
県
内
で
の
感
染
状
況
を

踏
ま
え
入
学
式
は
通
常
よ
り
五
日
遅
れ

の
四
月
十
三
日
に
実
施
し
、
翌
日
ま
で

の
わ
ず
か
二
日
間
学
校
生
活
を
過
ご
し

た
後
、
再
び
県
立
学
校
一
斉
の
臨
時
休

業
に
入
り
ま
し
た
。

　

休
業
期
間
中
、
南
高
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、

県
内
の
各
高
校
に
先
駆
け
て
、
早
い
ク

ラ
ス
や
授
業
で
は
四
月
下
旬
か
ら
、
五

月
七
日
か
ら
は
す
べ
て
の
授
業
と
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
学

習
の
遅
れ
を
最
低
限
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
五
月
下
旬
の
分
散
登
校
を

経
て
、
六
月
か
ら
は
、
出
来
る
限
り
の

感
染
防
止
対
策
を
施
し
つ
つ
、
通
常
授

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
最
初

の
三
週
間
は
主
な
通
学
手
段
で
あ
る
四

日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
の
混
雑
を
回
避

す
る
た
め
、
始
業
時
間
を
二
十
分
遅
ら

せ
、
通
常
の
授
業
を
五
分
短
縮
し
、
補

充
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
継
続
す

が
「
差
別
」
を
生
み
、「
差
別
」
が
更
な

る
感
染
の
拡
大
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
が

「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」だ
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
は
、「
分
か
ら
な
い
も
の
」
に

対
し
て
恐
怖
を
感
じ
不
安
を
抱
く
と
き
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
得
よ
う
と

し
ま
す
。
幸
か
不
幸
か
、
現
代
社
会
に

は
情
報
が
溢
れ
て
お
り
、
間
違
っ
た
情

報
ま
で
取
り
入
れ
て
し
ま
っ
て
、
落
ち

着
い
た
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
人
や
社
会
か
ら
壁
を
作
ろ
う

と
し
て
、
新
し
い
不
安
を
生
ん
で
し
ま

う
…
。
こ
の
情
報
社
会
で
大
切
な
の
は

正
し
い
情
報
を
選
び
取
る
力
を
持
つ
事

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
日
頃
か
ら
冷
静

に
物
事
を
判
断
し
、
人
の
話
を
聞
き
、

自
分
を
支
え
る
力
を
養
っ
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
渦
で
、
私
た
ち
は
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
想
定
外
の
事
態

や
非
常
時
へ
の
対
処
、
情
報
の
取
捨
選

択
、
自
分
と
大
事
な
人
を
ど
う
守
る
か
、

人
と
の
関
係
や
時
間
の
使
い
方
の
見
直

し
、
等
々
。
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
状

況
が
続
き
ま
す
が
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
落
ち
着
い
て
生
活
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
思
い
や
り
の
心
を
持

っ
て
人
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
今
後
一
層
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時

に
、
南
高
校
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
、
ご
支
援
な
ら
び
に
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
期
休
業
を
短
縮
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
再
び
の
臨
時
休
業
等
が

無
け
れ
ば
、
今
年
度
の
学
習
内
容
を
今

年
度
内
に
学
び
終
え
る
こ
と
が
出
来
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
三
年
生
が
「
高
大
接
続

改
革
」
に
よ
り
従
前
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
に
代
わ
っ
て
実
施
さ
れ
る
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
か
う
年
で
も

あ
り
ま
す
。
活
動
報
告
書
の
提
出
が
求

め
ら
れ
た
り
、
面
接
・
小
論
文
等
が
必

要
と
さ
れ
る
検
査
内
容
が
増
え
た
り
し

ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
南
高

で
は
、
四
年
前
か
ら
、
探
究
的
・
体
験

的
学
習
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
南
高
の
伝
統
で
あ
る
「
学
力
と

と
も
に
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
」
こ

と
の
真
価
が
、
ま
さ
に
問
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
社
会
で
活
躍

す
る
卒
業
生
の
生
徒
向
け
Ｏ
Ｂ
講
演
会

へ
の
派
遣
、
県
の
予
算
で
賄
い
き
れ
な

い
備
品
の
設
置
等
に
か
か
り
、
物
心
両

面
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
続

け
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

感
染
防
止
と
教
育
内
容
の
充
実
の
両

立
が
求
め
ら
れ
る
中
、
南
高
が
ま
す
ま

す
充
実
・
発
展
す
る
よ
う
教
職
員
一
同

引
き
続
き
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和1年度三重県立四日市南高等学校同窓会決算報告

監査報告

科　目 本年度予算額 決算額 差引残高 備　考
入会金 632,000 630,000 △2,000 R1年度卒業生  2,000円×315人

初回会報代払込金 474,000 472,500 △1,500 R1年度卒業生  250円×6年分×315人
同窓会懇親会費 140,000 234,000 94,000 R1年度懇親会  社会人3,000円×76人  学生2,000円×3人
会報協力金 1,400,000 1,383,811 △16,189
寄付金 0 0 同窓生寄付金
雑収入 1,000 1,108 108 預金利息　他

計 2,647,000 2,721,419 74,419

科　目 本年度予算額 決算額 差引残高 備　考
行事費 400,000 417,332 △17,332 総会・懇親会

会議費 20,000 16,000 4,000 役員会　2回
慶弔費 20,000 0 20,000
旅費 30,000 0 30,000
消耗品費 20,000 18,190 1,810 印鑑・住所等スタンプ
修繕費 0 0 0
会報費 300,000 380,160 △80,160 同窓会会報代（第50号）及び追加会報代（第49号）

通信運搬費 200,000 298,814 △98,814 会報郵送代（第50号及び第49号）
手数料 4,000 2,818 1,182 振込手数料
委託料 100,000 66,000 34,000 会計業務委託料
分担金及び寄付
※教育活動振興費含む 300,000 242,578 57,422 卒業記念品（印鑑等）、全国大会出場（2団体）

※教育活動振興費：折りたたみいす（￥185,328）を含む
報償費 50,000 22,260 27,740 OB講演会講師報償費及び旅費
70周年関係積立金 100,000 100,000 0
予備費 100,000 100,000

計 1,644,000 1,564,152 79,848

1.〈前年度繰越金〉
21,466,391円

2.〈収入の部〉	 （単位：円）

3.〈支出の部〉	 （単位：円）

自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

令和元年度同窓会予算、｢教育活動振興費｣より、体育館用折りたたみ椅子36脚を購入させていただきました。
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｢令和２年度　同窓会定時総会｣の中止により、予定されておりました報告事項｢令和元年度決算報告及び
監査報告｣、並びに審議事項｢令和２年度予算（案）｣の資料を掲載いたしました。御質問等ございましたら、
次のメールアドレスまでお寄せ下さい。ds@4nan.jp
尚、同じものが四日市南高校同窓会ホームページ   http://www.4nan.jp/07_Alumni_association/   にも
アップされております。

令和2年度三重県立四日市南高等学校同窓会予算（案）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　考
入会金 636,000 632,000 4,000 R2年度卒業生  2,000円×318人

初回会報代払込金 397,500 474,000 △76,500 R2年度卒業生  250円×5年分×318人
懇親会費 0 140,000 △140,000
会報協力金  ※ 20,000 1,400,000 △1,380,000 郵便振替口座から資金移動及び名簿販売等
雑収入 1,000 1,000 0 預金利息（定額預金満期利息含む）

合　計 1,054,500 2,647,000 △1,592,500

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　考
行事費 400,000 △400,000 総会・懇親会、講師謝礼

会議費 20,000 20,000 0 役員会
慶弔費 20,000 20,000 0 同窓会担当職員転勤等餞別等
旅費 0 30,000 △30,000 総会・地方支部会への派遣旅費
消耗品費 0 20,000 △20,000
会報費 300,000 300,000 0 同窓会会報代
通信運搬費 200,000 200,000 0 会報郵送代、名簿発行諸経費

手数料 4,000 4,000 0 振込手数料
委託料 100,000 100,000 0 業務委託料（会計業務及びホームページ修正）

分担金及び寄付 300,000 300,000 0 卒業記念品、全国大会出場寄付金等
※教育活動振興費（200,000円）を含む

報償費 0 50,000 △50,000
70周年関係積立金 100,000 100,000 0 年度積立額（2年目）
予備費 0 100,000 △100,000

合　計 1,044,000 1,644,000 △600,000

1.〈前年度繰越金〉
22,623,658円

※この他に郵便振替口座に1,360,284円の残高があります。

※前年度の会報協力金は、主に平成29年の一斉発送年に協力金として振り込まれたものの本口座への振替予定額であります。

1〈前年度繰越金〉	 22,623,658円

2〈収入の部〉	 1,054,500円

3〈支出の部〉	 △1,044,000円

予算　計〈残高〉	 22,634,158円

項目間の流用等を役員会に委任する。

2.〈収入の部〉	 （単位：円）

3.〈支出の部〉	 （単位：円）

自　令和2年4月１日
至　令和3年3月31日
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て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

　
「
山
は
楽
し
く
、
安
全
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
９
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
「
立
山
へ
の
夏
合
宿
」「
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ボ
研
修
」「
リ
ー
ド
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
」
に
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
残
念
な

が
ら
県
総
体
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
三
年
生
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
継
ぎ
、
来
年
度
の
東
海
総
体
出
場

を
目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

演
劇
部

　

今
年
度
は
２
名
の
新
入
部
員
を
迎
え
、

２
年
生
と
併
せ
て
７
名
で
活
動
を
始
動

し
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
新

入
部
員
も
稽
古
の
中
で
隠
れ
た
持
ち
味

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
10
月
上
旬
の
三
重
県
高
等

学
校
演
劇
大
会
北
勢
地
区
大
会
で
上
位

入
賞
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
と
も
演
劇

部
の
活
動
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

音
楽
部

　

三
月
以
降
、
演
奏
す
る
機
会
も
な
く
、

焦
り
や
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

新
た
に
６
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
練
習

に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
愛

唱
歌
を
中
心
に
南
高
際
に
向
け
て
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
高
文
祭
、
近
文
際
、

第
九
、
ア
ン
コ
ン
と
楽
し
い
行
事
も
控

え
て
い
ま
す
。
歌
う
力
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
力
が
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部

　

３
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

第
32
回
定
期
演
奏
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

お
客
様
・
部
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
を

考
慮
し
て
の
こ
と
で
し
た
が
、
残
念
な

判
断
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
コ
ン
テ

ス
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
39
名

の
新
入
部
員
を
迎
え
、　

令
和
３
年
３

月
31
日
（
水
）
四
日
市
市
文
化
会
館
に

て
、
開
催
予
定
の
第
33
回
定
期
演
奏
会

を
目
標
に
、
練
習
に
励
ん
で
い
く
つ
も

り
で
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

卓
球
部

　

今
年
度
は
県
総
体
が
中
止
に
な
り
、

３
年
生
は
引
退
試
合
を
せ
ず
し
て
引
退

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
く
努
力

し
力
を
つ
け
て
き
た
の
で
、
最
後
の
大

会
で
自
分
達
の
力
を
試
し
た
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
非
常
に
残
念
で
す
。

新
チ
ー
ム　

男
子
12
名　

女
子
６
名　

が
後
を
引
き
継
ぎ
、
自
律
心
を
持
ち
、

自
分
達
で
考
え
な
が
ら
、
目
的
の
あ
る

主
体
的
な
練
習
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

家
庭
部

　

今
年
度
は
３
年
生
１
名
、
２
年
生
８

名
、
１
年
生
３
名
の
12
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
普
段
は
３
年
生
を
中
心
に
、

自
分
達
で
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
、
実
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
作
る
の
は

難
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
失
敗
な
く

出
来
た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

毎
年
、
南
高
祭
で
飲
食
販
売
を
行
い
、

好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
飲
食
以
外
の
形
で

参
加
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

電
算
無
線
部

　

電
算
無
線
部
は
今
年
度
、
２
年
生
４

名
、
１
年
生
１
名
の
計
５
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
に
情
報
室
に

集
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
、
自
分

達
で
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
入
生
に
見

せ
る
部
活
動
や
体
育
祭
の
紹
介
ビ
デ
オ
、

中
学
生
見
学
会
で
上
映
す
る
学
校
紹
介

ビ
デ
オ
等
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

美
術
部

　

昨
年
よ
り
美
術
部
・
イ
ラ
ス
ト
部

が
合
併
し
、「
美
術
部
」
と
し
て
活
動
中
。

現
在
の
部
員
数
は
14
名
。
主
な
活
動
は

南
高
祭
・
み
え
高
文
祭
・
北
勢
展
等
の

大
き
な
展
示
会
に
向
け
て
制
作
・
展
示

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

躍
進
す
る
部
活
動

Club Activities

自
然
科
学
部

　

今
年
度
は
三
年
生
十
三
人
、
二
年
生

七
人
、
一
年
生
七
人
の
計
二
七
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
休
日
に
海
や
川
な
ど

で
生
物
を
採
集
し
、
そ
れ
ら
の
生
物
を

生
物
室
で
飼
育
・
観
察
・
繁
殖
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
生
物
実
験
を
行

い
、
生
物
学
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
科
学
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

　

男
子
サ
ッ
カ
ー
部
・
女
子
サ
ッ
カ
ー

部
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま

す
。
部
員
数
は
、
男
女
を
合
わ
せ
る
と

105
名
に
な
り
ま
す
。
比
較
的
短
い
練
習

時
間
、
人
数
に
対
し
て
は
少
し
狭
い
コ

ー
ト
の
な
か
で
、
自
分
た
ち
で
意
見
を

出
し
合
い
工
夫
し
な
が
ら
練
習
し
、
い

つ
も
「
頭
を
使
っ
て
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

こ
と
」
を
心
が
け
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

今
年
度
は
異
例
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
が
、
男
女
14
名
の
新
入
部
員
を

迎
え
、
30
名
程
の
人
数
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
県
大
会
で
、
団
体
戦
ベ
ス
ト
16

を
目
標
に
、
日
々
、
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
部
活
動
を
通
じ
て
、
仲
間
と
の

絆
や
感
謝
の
心
を
養
い
つ
つ
、
限
ら
れ

た
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
、
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

今
年
度
は
男
子
部
30
名
、
女
子
部
25

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
男
子
は
選
抜

大
会
で
は
３
回
戦
敗
退
、
新
人
大
会
は

地
区
７
位
で
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た

が
２
回
戦
敗
退
。
と
も
に
県
ベ
ス
ト
16

と
い
う
結
果
で
し
た
。
女
子
は
県
大
会

出
場
は
成
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
男
女

と
も
新
チ
ー
ム
で
技
術
、
マ
ナ
ー
の
向

上
お
よ
び
、
昨
年
以
上
の
成
績
を
目
指

し
、
工
夫
を
し
な
が
ら
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

現
在
部
員
は
、
男
子
23
名
、
女
子
31

名
、
計
54
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
と
場
所
で
効
率
よ
く
質

の
高
い
練
習
を
き
び
き
び
と
行
い
、
な

お
か
つ
元
気
よ
く
声
を
出
し
て
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
披
露
す
る
場
も
な
く
引
退

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
後
輩
達

が
、
目
指
す
「
走
れ
る
進
学
校
」
を
体

現
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
観

て
い
る
人
た
ち
に
感
動
し
て
も
ら
え
る

試
合
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
、
成
長
し
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同
窓
会
名
鑑
を
作
成
す
る
と
い
う
名
目
で
、
調
査
ハ
ガ
キ
が
多
く
の
同
窓
会
員
に
郵
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
往
復
ハ
ガ
キ
等
で
高
額
な
名
簿
の
購
入
を
勧
め
る
等
の
手
口
で
す
。
こ
れ
ら
は
南
高
校
同
窓
会
と
は
一
切
関
係
は
あ
り
ま

4

4

4

4

4

4

4

4

せ
ん
4

4

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
正
規
の
同
窓
会
名
簿
は
13
年
度
に
発
行
済
み
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば
し
自
身
の
目
標
に

向
け
挑
戦
・
発
想
力
を
身
に
付
け
る
力

を
重
視
し
、
部
活
を
進
め
て
い
ま
す
。

是
非
、
覗
き
に
来
て
下
さ
い
。

文
芸
部

　

３
年
生
５
名
、
２
年
生
１
名
、
１
年

生
１
名
の
７
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
他
校
と
の
交
流
会
や
学
習
会

の
機
会
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
、
日
々
の
部
活
動
の
中
で
個
々

の
作
品
を
通
し
て
の
交
流
や
、
部
誌
作

成
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
の
応
募
作
品
の

創
作
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
南
高
祭
で
は
部
誌
を
配

布
、
展
示
予
定
で
す
。

陸
上
競
技
部

　

今
年
は
残
念
な
が
ら
感
染
症
対
策
の

関
係
で
、
競
技
会
に
参
加
出
来
な
い
ま

ま
３
年
生
の
多
く
が
引
退
し
、
現
在
は

男
女
合
わ
せ
て
約
35
名
の
部
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
に
今
年
度
最
初
の
競
技
会

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
期
末
考
査

直
前
の
日
程
の
た
め
、
参
加
者
は
10
名

程
度
に
な
り
ま
す
が
、
各
自
が
よ
い
記

録
を
出
し
て
今
後
の
向
上
に
つ
な
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

　

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
は
、
現
在
40
名

の
部
員
で
「
人
の
た
め
、
世
の
た
め
に

な
る
社
会
貢
献
活
動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
校
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、「
四
日
市

ま
ち
づ
く
り
」
イ
ベ
ン
ト
や
社
会
福
祉

活
動
、
中
高
生
防
災
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
毎
年
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、

西
日
野
駅
へ
の
花
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
、

四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
や
地
元
の
祭

り
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、
人

間
性
や
社
会
性
を
磨
い
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
本
来
体
育
館
を

閉
め
切
っ
て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、

三
密
を
避
け
る
た
め
扉
を
解
放
し
て
練

習
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
に
学
校
が
再
開
さ
れ
、
ま
だ

様
々
な
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
達

と
一
緒
に
再
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
で
き

る
喜
び
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
1
年
生
も

入
部
し
、
2
年
生
が
教
え
る
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
、
い
い
意
味
で
の
上
下
関
係

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

囲
碁
・
将
棋
部

　

現
在
部
員
は
、
２
年
生
男
子
３
名
、

１
年
男
子
２
名
の
計
５
名
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
部
員
数
が
少
な
い
な
が
ら

も
、
昨
年
度
よ
り
も
活
動
日
数
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
質
の
高
い
将
棋
の
練

習
対
局
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
顧
問
の
先
生
の
指
導
の
下
、
棋

力
認
定
大
会
で
二
段
・
初
段
の
認
定
を

受
け
る
な
ど
良
い
成
果
を
あ
げ
つ
つ
、

日
々
棋
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

剣
道
部

　

剣
道
部
は
現
在
、
1
年
生
５
名
を
迎

え
、
男
子
７
名
女
子
４
名
、
合
わ
せ
て

11
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
年
の
春
季
大
会
や
県

総
体
は
、
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
３
年
生
は
気
持
ち
を
入
れ
替
え

て
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
目
標
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
年
生
を
迎
え
て

２
年
生
も
や
る
気
を
出
し
て
夏
の
大
会

に
向
け
て
日
々
励
ま
し
合
っ
て
い
ま
す
。

困
難
な
時
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

茶
道
部

　

今
年
は
1
年
8
名
、
2
年
6
名
、
3

年
11
名
の
計
25
名
で
、
毎
週
水
曜
日
の

放
課
後
、
作
法
室
に
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
羽
木
千
鶴
子
先
生
に
表
千
家
の
お

点
前
を
ご
指
導
頂
い
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
南
高
祭
で
は
立
礼
棚
を
用
い

た
茶
席
を
設
け
、
浴
衣
姿
で
お
も
て
な

し
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
、
例
年
の
よ
う
な
茶
会

は
催
せ
ま
せ
ん
が
、
練
習
成
果
の
披
露

を
励
み
に
し
て
和
や
か
に
前
向
き
に
稽

古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

箏
曲
部

　

現
在
３
年
生
10
名
、
２
年
生
3
名
、

１
年
生
７
名
の
計
20
名
で
、
生
田
流
正

派
大
師
範
の
森
雅
笙
先
生
の
熱
心
な
ご

指
導
の
下
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
行
わ
れ
た
「
三
重
県
高
等
学

校
日
本
音
楽
演
奏
会
」
に
お
い
て
優
勝

し
、
今
夏
高
知
に
て
開
催
予
定
で
あ
っ

た
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
に

駒
を
進
め
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
W
E
B
開
催
と
な

っ
た
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
も
、
７
月
31
日

（
金
）
に
白
山
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
し

ら
さ
ぎ
ホ
ー
ル
）
で
県
大
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
九
連
覇
を
目
指
し
て
限
ら
れ
た

時
間
の
中
、
練
習
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
で

き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
応

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

柔
道
部

　

柔
道
部
は
今
年
度
も
部
員
２
名
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
の
少

子
化
の
影
響
か
ら
全
国
的
に
競
技
人
口

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、

本
校
の
柔
道
部
も
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
部
員
た
ち
は
嘉
納
師
範
の

教
え
に
従
い
日
々
前
向
き
に
稽
古
を
重

ね
て
い
ま
す
。
柔
道
の
競
技
的
価
値
、

人
格
形
成
に
資
す
る
価
値
が
見
直
さ
れ

競
技
人
口
の
増
加
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
部

　

新
一
年
生
が
多
数
入
部
し
、
男
子
22

名
、
女
子
29
名
で
そ
れ
ぞ
れ
気
持
ち
も

新
た
に
元
気
よ
く
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

練
習
時
間
や
活
動
場
所
に
限
り
が
あ
り

ま
す
が
、
上
位
入
賞
を
目
標
に
努
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

硬
式
野
球
部

　
「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
拓
け
る
」

と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
甲
子
園
初
出

場
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
「
自
分
自
身
が
ど
う
な
り
た
い
か
」

を
明
確
に
持
ち
、
受
け
身
で
は
な
く
、

そ
の
意
志
を
発
信
す
る
こ
と
で
目
標
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
し
か
で

き
な
い
、
組
織
力
、
戦
術
、
そ
し
て
つ

な
が
り
。
そ
れ
ら
を
磨
き
続
け
て
い
き

ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

男
子
部
員
26
名
、
女
子
部
員
21
名

（
1
･
2
年
生
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
含
む
）

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
６
月
か
ら
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

短
い
練
習
時
間
を
如
何
に
有
効
に
使

う
か
、
自
身
で
今
何
を
な
す
べ
き
か
を

考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。
3
年
生
は
春
季
大
会
・
県

総
体
が
中
止
に
な
り
「
不
完
全
燃
焼
」

で
す
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
習
・

希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
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今
年
度
卒
業
生
の
主
な
国
立
大
学
合

格
校
は
、
難
関
大
で
は
、
大
阪
大
（
1
）、

名
古
屋
大
（
8
）、
北
海
道
大
（
3
）。

医
歯
薬
系
で
は
岐
阜
薬
科
大
（
1
）、

つ
い
で
ブ
ロ
ッ
ク
大
と
し
て
筑
波
大

（
1
）、
横
浜
国
立
大
（
1
）、
金
沢
大

（
3
）、
名
古
屋
工
業
大
（
12
）、
広
島

大
（
1
）
で
し
た
。
比
較
的
近
場
の
地

方
国
立
大
で
は
信
州
大
（
3
）、
静
岡

大
（
7
）、
愛
知
教
育
大
（
4
）、
岐
阜

大
（
1
）、三
重
大
（
31
）、滋
賀
大
（
4
）、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
な
公
立

大
学
合
格
校
は
、
横
浜
市
立
大
（
1
）、

名
古
屋
市
立
大
（
6
）、
京
都
府
立
大

（
1
）、
大
阪
府
立
大
（
1
）、
愛
知
県

立
大
（
4
）、
三
重
県
立
看
護
大
（
6
）、

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
部
別
の
特
徴
で
は
、「
工
学
」
の

合
格
者
比
率
が
32.2
%
（
昨
年
38.3
%　

1

位
）
と
最
も
高
く
、
例
年
の
こ
と
な
が

ら
本
校
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
い
で
、「
農
林
畜
産
・
生
物
・

生
命
・
環
境
」
が
12.3
%
（
昨
年
3.7
%　

6
位
）
と
大
幅
に
伸
び
、
昨
年
２
位
で

あ
っ
た
「
看
護
」
6.8
% 

（
昨
年
15.9
%
）
と

順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
第
３
位

は
「
教
育
」
10.3
%
（
昨
年
12.1
%
）
で
昨
年

と
同
順
位
。
次
に
「
経
済
・
経
営
・
商

学
」8.2
%（
昨
年
3.7
%　

6
位
）、「
文
学
・

言
語
・
国
際
・
文
化
」
7.5
%
（
昨
年

9.3
%　

4
位
）
と
文
系
学
部
が
続
い
て

い
ま
す
。
昨
年
は
わ
ず
か
0.9
%
で
あ
っ

た
「
社
会
・
福
祉
・
心
理
・
人
間
・
情
報
」

は
、
今
年
は
6.8
%
と
増
加
し
、
６
位

の
「
看
護
」
と
同
じ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
全
国
的
に
は
、
過
去

数
年
続
い
た
文
高
理
低
傾
向
が
終
わ
り
、

理
系
人
気
が
回
復
し
て
い
ま
す
。
農
学

部
の
比
率
上
昇
に
本
校
で
も
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
社
会
科
学
系
の

比
率
上
昇
な
ど
、
全
国
の
傾
向
と
異
な

る
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
に
比
べ
て
国
公
立
大
学
は
、

教
育
、
就
職
環
境
に
優
れ
て
い
る
た
め
、

多
く
の
生
徒
が
全
国
を
視
野
に
入
れ
て

出
願
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

セ
ン
タ
ー
試
験
受
験
者
数
が
昨
年
よ
り

４
名
減
少
し
て
309
名
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
公
立
延
べ
受
験
件
数
は
34
件
増
加
し

て
359
件
と
一
昨
年
と
同
数
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
現
役
合
格
件
数
146
は
過
去

10
年
間
で
最
高
で
あ
り
、
県
内
進
学
校

の
中
で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

私
立
４
年
制
大
学
の
延
べ
受
験
校
数

は
1
8
8
9
校
、
受
験
者
数
は
299
名
で

し
た
。
平
均
併
願
校
数
は
1
8
8
9 

/ 

299 

= 

6.32
校
（
昨
年
6.14
校
）
と
昨
年

並
み
で
し
た
。
受
験
形
態
別
に
み
る

と
、
一
般
入
試
型
の
受
験
数
は
延
べ

1
1
8
3
校（
昨
年
延
べ
1
1
6
8
校
）

と
こ
れ
も
昨
年
並
み
。
一
方
、
セ
ン

タ
ー
型
の
受
験
数
は
延
べ
538
校
（
昨
年

489
）
と
昨
年
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。
な

お
、
一
般
入
試
型
に
は
セ
ン
タ
ー
併

用
型
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は

お
よ
そ
150
校
で
す
。
延
べ
受
験
校
数

1
8
8
9
校
中
何
ら
か
の
形
で
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
い
る
も
の
は
、
お
よ
そ

690
校
、
36.5
％
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い

ま
す
。
各
大
学
が
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

た
受
験
方
式
や
併
願
パ
タ
ー
ン
を
多
様

化
さ
せ
て
お
り
、
受
験
料
の
割
引
や
、

減
額
制
度
も
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

受
験
述
べ
1
8
8
9
校
中
の
総
合
格

数
は
850
校
で
あ
り
、
合
格
率
は
850 

/ 

1
8
8
9 

= 

45.0
%
で
し
た
。
昨
年
の

合
格
率
は
34.3
%
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
続

い
た
私
立
大
学
の
難
化
も
本
校
に
お
い

て
は
多
少
落
ち
着
い
た
、
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
合
格
数
に
占
め
る
学

部
別
の
割
合
を
見
る
と
、「
工
学
」
が
28.1

％
と
最
も
多
く
、
次
に
「
文
学
・
言
語
・

地
歴
・
国
際
・
文
化
・
心
理
」
の
16.7
％

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
本
校

で
は
年
度
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
２
つ
の
系
統
が

上
位
２
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
つ
い
で

「
社
会
・
福
祉
・
心
理
・
人
間
・
情
報
」

（
10.6
%
）、「
経
済
・
経
営
・
商
」（
10.0
%
）

と
社
会
科
学
系
の
学
部
が
続
き
ま
す
。

第
５
位
、
６
位
は
「
農
・
林
・
畜
産
・

生
物
・
生
命
・
環
境
」（
6.2
%
）、「
理
学
」

（
6.0
%
）
で
あ
り
、
国
公
立
大
の
傾
向

と
同
じ
く
、
理
系
学
部
の
比
率
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
、「
政
治
・
法
」

（
5.9
%
）、「
看
護
」（
4.7
%
）、「
医
学
・
医

療
・
健
康
」（
4.6
%
）
と
昨
年
比
率
の
高

か
っ
た
医
療
看
護
系
の
人
気
が
今
年
は

落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
今
年
全
国
的
に

は
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い
た
「
文
高
理

低
」
傾
向
が
終
わ
り
、
文
系
学
部
の
不

人
気
が
鮮
明
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
で

も
、
農
学
部
の
比
率
上
昇
に
同
じ
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
社
会
科
学
系
の
上

昇
は
全
国
的
傾
向
と
は
異
な
っ
て
い
ま

す
。

　

合
格
数
の
最
も
多
か
っ
た
「
工
学
」

系
の
大
学
別
合
格
数
を
見
て
み
る
と
、

名
城
大
が
62
（
昨
年
27
）
と
最
も
多
く
、

つ
い
で
中
京
28
（
昨
年
22
）、
愛
知
工

業
大
28
（
昨
年
19
）、
中
部
大
19
（
昨

年
16
）
と
中
部
圏
の
大
学
が
続
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
合
格
数
が
落
ち
込
ん
だ
、

中
部
・
関
西
圏
の
上
位
・
中
位
大
学
に

お
い
て
近
畿
大
17
、
南
山
大
12
（
昨
年

5
）、
関
西
大
11
と
回
復
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
因
み
に
、
昨
年
第
５
位
で
あ
っ

た
大
同
大
は
15
（
昨
年
11
）
と
８
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。
工
学
系
に
つ
い
て
も
、

本
校
に
お
い
て
は
私
立
大
学
の
難
化
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

次
に
「
文
学
・
言
語
・
地
歴
・
国
際
・

文
化
・
心
理
」
系
の
大
学
別
合
格
数
を

見
て
み
る
と
、
中
京
大
27
件
（
昨
年

26
）
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
皇
學
館
大

14
（
昨
年
12
）、
愛
知
淑
徳
大
13
（
昨
年

8
）、
南
山
大
10
（
昨
年
11
）、
椙
山
女

学
園
大
8
、
名
古
屋
外
国
語
大
7
（
昨

年
16
）、
愛
知
学
院
6
（
昨
年
7
）
と
全

て
中
京
圏
の
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
西
で
は
、
立
命
館
大
が
6
件
、
関
西

大
2
、
近
畿
大
2
、
同
志
社
大
1
と
な

り
ま
し
た
。

　

学
部
を
問
わ
ず
に
大
学
別
の
受
験
件

数
（
１
人
が
同
じ
大
学
を
複
数
受
け
て

い
る
場
合
も
全
て
数
え
る
）
を
み
る
と
、

中
京
大
が
282
件
（
昨
年
221
）
で
最
も
多

く
、
昨
年
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
名
城
大
266

件
（
昨
年
240
）
と
順
位
が
入
れ
替
わ
り

ま
し
た
。
つ
い
で
南
山
大
が
145
件
（
昨

年
116
）
と
上
位
３
大
学
は
昨
年
と
同
じ

で
す
。
し
か
し
今
年
は
、
第
４
位
・
５

位
に
関
西
の
上
・
中
位
大
で
あ
る
、
近

畿
大
101
（
昨
年
41
）、
立
命
館
大
93
（
昨

年
71
）
が
来
て
お
り
、
昨
年
５
位
で

あ
っ
た
中
部
大
は
78
（
昨
年
76
）
で
６

位
、
６
位
で
あ
っ
た
大
同
大
は
26
（
昨

年
71
）
で
17
位
と
な
り
ま
し
た
。
合
格

件
数
の
順
位
を
見
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の

こ
と
が
言
え
、
全
国
的
に
続
い
て
い
た

私
立
大
学
の
難
化
と
、
難
関
大
か
ら
中

堅
大
へ
、
さ
ら
に
よ
り
合
格
可
能
性
の

高
い
大
学
へ
と
受
験
者
が
流
れ
る
「
超

安
全
志
向
」
が
本
校
に
お
い
て
は
顕
著

で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

（
進
路
指
導
部　

服
部
圭
一
）

進

路

状

況
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長
年
本
校
に
勤
務
さ
れ
、
退
職
ま
た
は
転
勤
さ
れ
た
先
生
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式

の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南
高
を
転
勤
さ
れ
て
何
年
で
す
か
？

　

２
０
０
４
年
４
月
に
赴
任
し
て
14
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
３
月
に
定
年
退
職
し
て
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
南
校
で
は
、
最
初
の
２
年
間

と
最
後
の
２
年
間
に
、
第
２
学
年
と
第

３
学
年
の
担
任
を
し
ま
し
た
が
、
途
中

の
10
年
間
は
教
務
部
で
主
任
や
時
間
割

係
を
し
ま
し
た
。

 

教
科
は
数
学
で
す
。
部
活
動
は
、
最

初
は
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
そ

の
あ
と
音
楽
部
、
次
に
吹
奏
楽
部
を
7

年
間
担
当
し
ま
し
た
。
最
後
の
年
は
陸

上
部
の
顧
問
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
高
校
時
代
は
陸
上
部
で
し
た
の

で
、
感
慨
深
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
お
勤
め
先
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

再
任
用
で
桑
名
西
高
校
に
赴
任
し
て
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
２
年
、
今
年
か
ら
短
時

間
勤
務
で
す
。
分
掌
は
相
変
わ
ら
ず
教

務
で
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
で
す
。
主

顧
問
は
以
前
南
校
で
勤
務
さ
れ
、
か
つ

南
校
Ｏ
Ｂ
の
城 

利
英
先
生
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

近
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

時
間
に
余
裕
が
で
き
た
の
で
、
読
書

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
は
、

南
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
国
語
科
の
菅 

理
先
生
の
勧
め
で
、
８
年
ほ
ど
前
に

購
入
し
た
「
絵
巻
で
楽
し
む
源
氏
物
語

五
十
四
帖
（
朝
日
新
聞
出
版
）」
を
、
発

行
順
に
も
う
一
度
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
い

ま
す
。

 

た
だ
、
文
字
が
小
さ
く
ふ
り
が
な
も

多
い
の
で
、
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。

南
高
時
代
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
？

　

南
高
祭
で
の
ク
ラ
ス
企
画
の
模
擬
店

で
す
。
１
年
目
と
最
後
の
年
で
し
た
が
、

「
た
こ
焼
き
」、「
み
た
ら
し
団
子
」
を
焼

き
ま
し
た
。
だ
れ
も
が
楽
し
そ
う
で
、

生
き
生
き
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

ね
。
も
う
一
つ
は
，
あ
る
年
の
吹
奏
楽

部
の
３
年
引
退
式
で
，
自
己
流
の
ピ
ア

ノ
を
聴
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
楽

器
の
指
導
は
で
き
な
い
の
で
、
コ
ン
ク

ー
ル
や
合
宿
の
引
率
や
運
搬
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
は
立
場
が
逆
に

な
っ
て
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

南
高
及
び
南
高
生
、
同
窓
会
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
今
で
し
ょ
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
高
校
１
年
の

頃
「
飛
び
出
せ
！
青
春
」
と
い
う
ド
ラ

マ
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し
た
テ
ー
マ
が
「
レ

ッ
ツ
ビ
ギ
ン
」
で
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
高
校
生
や
大
学
生
に

期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
私
は
感
じ
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

西
口  

守 

先
生

先
生
お
元
気
で
す
か
？

Com
m

unication

国立大学
北海道 3
北海道教育 1
茨城 1
筑波 1
宇都宮 1
横浜国立 2
新潟 1
富山 5
金沢 3
福井 6
山梨 4
信州 3
静岡 7
愛知教育 4
名古屋 8
名古屋工業 15
岐阜 1
三重 33
滋賀 4
大阪 1
神戸 1
奈良女子 3
和歌山 1
鳥取 1
島根 1

岡山 1
広島 1
香川 2
愛媛 2
長崎 1
宮崎 1
鹿児島 1
国立大学計 120
公立大学
秋田県立 1
高崎経済 2
国際教養 1
埼玉県立 1
横浜市立 2
富山県立 1
福井県立 2
都留文科 2
岐阜薬科 1
愛知県立 4
名古屋市立 6
三重県立看護 6
滋賀県立 2
京都府立 1
大阪府立 1
兵庫県立 1
尾道市立 1

県立広島 1
下関市立 2
名桜 1
公立大学計 39
私立大学
文教 1
千葉工業 2
青山学院 1
桜美林 1
北里 2
慶應義塾 1
芝浦工業 1
成蹊 1
専修 2
創価 6
大東文化 1
中央 4
東海 6
東京理科 4
東邦 2
東洋 2
日本 5
法政 7
武蔵野 3
明治 1
立教 2

学習院女子 1
神奈川 2
フェリス女学院 1
福井工業 1
岐阜聖徳学園 5
静岡理工科 2
修文 1
星城 1
名古屋学芸 13
愛知 32
愛知学院 16
愛知工業 28
愛知淑徳 25
金城学院 10
椙山女学園 14
大同 12
中京 121
至学館 1
中部 42
豊田工業 3
名古屋音楽 3
名古屋外国語 16
名古屋学院 8
名古屋経済 4
名古屋芸術 1
名古屋女子 10

藤田医科 18
南山 65
日本福祉 3
名城 127
東海学園 6
愛知文教 4
名古屋文理 3
愛知工科 1
愛知東邦 2
皇學館 16
鈴鹿医療科学 26
四日市 1
四日市看護医療 28
長浜バイオ 2
京都産業 9
京都先端科学 1
京都薬科 1
京都橘 2
同志社 10
同志社女子 3
京都ノートルダム女子 2
立命館 41
龍谷 10
大阪工業 6
大阪薬科 1
関西 19

近畿 39
摂南 1
関西医療 1
関西学院 5
甲南 3
甲南女子 1
神戸女学院 2
武庫川女子 4
奈良 1
岡山商科 1
岡山理科 1
私立大学計 894
短期大学
三重短大 5
名古屋女子大短大部 1
ユマニテク短大 1
武庫川女子大短大部 2
短期大学計 9
専門学校等
国立三重中央医療センター三重中央看護学校 1
西宮市医師会看護専門学校 1
名古屋情報メディア専門学校 1
名古屋観光専門学校 1
ヴィーナスアカデミー 1
総合学園ヒューマンアカデミー 1
専門学校等計 6

大学名 合格 大学名 合格 大学名 合格 大学名 合格 大学名 合格 大学名 合格

2020年度入試　大学等合格者数（過年度生含む）
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教
職
員
異
動

同 窓 会 役 員 名 簿

令
和
二
年
度
（
敬
称
略
）

【
退
職
】

事
務	

西
川
信
雄

【
転
出
】		

【
転
出
先
】

教
頭	

萩
原
忠
之	

四
日
市
工
業
高
校

国
語	

澤
田
朱
美	

桑
名
高
校

数
学	

伊
藤
将
光	

伊
賀
つ
ば
さ
学
園

理
科	

中
村
陽
明	

県
教
委
高
校
教
育
課

保
体	

福
田
み
ち
乃	

名
張
高
校

	

藤
田
貴
士	

四
日
市
工
業
高
校

	

山
田
直
司	

飯
野
高
校

英
語	

鈴
木
正
司	

桑
名
工
業
高
校

養
護	

久
野
弥
生	

川
越
高
校

司
書	

早
川
亜
矢
子	

白
子
高
校

事
務	

谷
澤
久
子	

四
日
市
農
林
事
務
所

【
転
入
】		

【
前
任
校
等
】

教
頭	

髙
嶋
真
人	

名
張
青
峰
高
校

国
語	

渡
邉
由
行	

川
越
高
校

数
学	

野
中
良
太	

い
な
べ
総
合
学
園
高
校

理
科	

渡
部　

明	

朝
明
高
校

保
体	

鈴
木
七
夕
佳

	

田
根　

諭	

名
張
高
校

	

向
井
俊
哉	

桑
名
西
高
校

英
語	

福
井
翔
大	

四
日
市
西
高
校

養
護	

伊
藤
満
起	

北
星
高
校

司
書	

新
庄
聡
子	

石
薬
師
高
校

事
務	

小
林
壽
哉	

菰
野
高
校

	

横
井
日
花
里	

新
規
採
用

　本会報冒頭の同窓会長挨拶にもありますように、令和２年８月８日（土）、四日市都ホテルにて予定
されておりました、令和２年度  四日市南高校全体同窓会は、新型コロナウィルス感染防止のため、残
念ながら中止となりました。
　会員の皆様におかれましては、宜しくご理解・ご了承を賜りますようお願い申し上げます。

　第12回  四日市南高校東京同窓会は新型コロナウィルス感染防止のため中止となりました。
　宜しくご了承のほどお願いいたします。

【日時】
令和2年10月13日（火）　8：00よりスタート
【場所】

四日市カンツリー倶楽部　
〒512-8048 三重県四日市市山城町640
電話：059-337-1111 
※詳細は四日市南高校同窓会ホームページに掲載
します。

【お申込み方法】
四日市南高校同窓会ＨＰより第８回ゴルフ大会
の申込み用紙（PDF）をプリントアウトし、FAX

（059-359-3021）でお申し込みください。
同学年３名そろえば、学年対抗戦にも参加できます。
【お問い合わせ先】

四日市南高校同窓会ゴルフ大会事務局
幹事　14期生 山路みのる TEL.090-3255-2644
幹事　15期生 矢田まさき TEL.090-3309-3181

令和２年度  四日市南高校全体同窓会中止について

第12 回  四日市南高校東京同窓会

第８ 回  四日市南高校同窓会ゴルフ大会のご案内

【同窓会役員】
会　　長	 早野憲一郎	 （６期）
副  会  長	 山路　熟	 （14期）
書　　記	 大日方敏之	 （15期）
	 水谷正美	 （23期）
会　　計	 小柳秀樹	 （20期）
	 川村公博	 （25期）
監　　事	 浦田　治	 （19期）
理　　事	 矢田　智	 （５期）
	 矢野正剛	 （８期）
	 石山　純	 （29期）

【学校側】
顧　　問	 加藤幸弘	 学校長
特別会員	 伊藤明日奈	 教諭
	 川﨑千佳子	  〃
	 小林　仁	  〃
	 出口宜是	  〃
	 西　綾	  〃
	 服部圭一	  〃
	 廣田育男	  〃
	 福井翔大	  〃
	 藤端千絵	  〃
	 藤波　厚	  〃
	 村野玉紀	  〃

【連絡先】　
〒510-8562　四日市市大字日永字岡山4917
三重県立四日市南高等学校同窓会事務局
TEL.059-345-3177・3178　FAX.059-345-9549
http://www.4nan.jp/07_Alumni_association/
E-mail    ds@4nan.jp

教育実習の申し込み期間は、実習年度の前年の４月10日から５月15日です。その間の平日に、事前に総務部と連絡を取
り、本人が直接来校して手続きをしてください。

これから教育実習を希望される予定の皆さんへ


